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山ブ ドウから分離 した酵母の同定*

後藤 昭二 ･小栗 博幸

IdentificationoftheYeastsisolatedfromWildGrapes.

SHOJIGoTOandH工ROYUKIOGURI

TheInstituteofEnolog)/andViticLLltuT･e,Yamanashi

Uniuerstty,Kofu400

Onehnudredand slX Isolatesofyeastsandyeast-1lkefunglObtalned from

wュldgrapes(Vitiscoagnitiae)WerestudiedtaxonomlCallyandwereldentlfiedwlth

17specleSbelonglngtO8 dlfferentgenera一ThedominantgroupswereKloechera

apicLLlata,ALLreObasidium pullulaTLS,and Cryptococcuslaurentii vaLr･flat)esceTW

andthemlnOryeaStS wereRhodotorLLlafujisaneTWis,R.rubr･a, Saccharomyces

cereuisiae,S.rosei,PichiaohTneT･i, (bndidaagrestis, C.hrusei,C.TnOntana,

C.parapsilosis, Torulopsis cantarellii, T.colliculosa, T.dattila, T.

hT･uisii,andT.stellata.

著者 らは先に,甲府盆地周辺の約1,200-1,500m

の山地5個所に自生する山ブドウ (Vitiscoagniliae)

における酵母相を1976,1978,1979年の3カ年問にわた

って研究しKloecheraapiculata,AureobasidiuTn

pullulaus,CryptococcLLSlaurentiivarjlauescens

が優勢な菌群であり､その他劣勢酵母として5属,14

種が分布すること,および優勢酵母群の分布も地域差,

年度差などのあることを報告 した.I) また,本研究中

に分離 した2酵母はそれぞれ Candida属の新種 と

認められたので C.agrestissp.a.お よ び C.

'nontanasp.n.として報告したヲ)

本報は山ブドウから分離した酵母106菌株の同定実

*supplementor"Yeastfloralnwildgrapes

from montainousplacesaroundtheKofu

BaslnOfCentralJapan".I)

験の結果について報告する.

実 験 方 法

供託菌株 前報1)で報告 したように1976,1978,

1979の3カ年間甲府盆地周辺の5地点のうちの酵母が

検出された3地点,御坂,広瀬,嵯峨塩各地区の山ブ

ドウから分離した106菌株を供試 した.

実験方法 同定実験は TheYeasts(1970)3),

飯塚,後藤4),後藤5)らの方法に準じて行った.Co-

enzymeQsystem は Yamada,Kondo6),DNase

は SenKomagata7),DNA base compositlOn

(%GC)は Nakase,Komagata8),Diazonium

BlueB(DBB)呈色反応は vanderWalt,Hopsu

Havu9)の方法によった.

結果および考察

形態的特徴 と有性生殖の結果が Theせeasts
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(1970)3)の記載と大差ないものについては説明を省略

した.生理的,生化学的性質の結果は Tablelに,

炭素源資化性の結果は Table2に菌種ごとに一

括 して表示 した｡同定は TheYeasts(1970)3)

Barnettら10),TheFungl(vol.IVA,1973)ll),von

Arx12)の分頬,同定検索書に従って行った.

1)Kloecheraapiculata(Reessemend.Klocker)
Janke

菌株 :No,610,615,617,618,620-623,625.

807-811,837,839,840,840,842-846,869,901

-915.

子のう胞子を形成しない.両極出芽のレモン形細胞

No.908,912,913,914の 4菌株は仮性菌糸を形成

する.生理的,生化学的性質は TheYeasts お

よび Barnettらの記載 (HaTISeniasporaut)aruTn)

と一致 した.

本菌種は栽培ブドウ13)におけると同様,山ブドウに

おいても最も優勢な酵母群の一つであった.

2)AureobasidiuTnPLLllulans(deBary)Arnaud

菌株 :A-1,A-4,A-27,A-28,AI33,A-37

子のう胞子,射子胞子,teliosporeを形成 しない.

若いコロニーは酵母状,次第に淡黒色化し表面がやや

固くなる.菌糸は次第に黒褐色に変 り厚膜となり,

septateした菌糸側面上の短い歯状突起突上に多数の

分生子を形成する.分生子は透明,平滑,楕円形,早

細胞.これらのことから供試菌株を本菌種と同定 した.

本菌種は優勢群の一つであった.しかし,広瀬地区

からの山ブドウからは3カ年とも分離されなかった.

3)CryptococcuslazLrentii(Kufferath)Sklnner

var･flauesceTIS(SaltO)LodderetKreger-

vanRlJ

菌株 :No.601-605,812,815,818,820,824,

828,830,833,835,849,850-854,917-923,916.

子のう胞子,射出胞子,tellOSpOreを形成 しない.

球形細胞.仮性菌糸を形成 しない.粘性のコロニー

その他,生理的,生化学的性質から供試酵母を本菌種

と同定 した.ただし,炭素源資化性のうち Barnett

らlo)によって "varlable"とされている trehalose,

starch,D-rlbose,glycerol,rlbltOl,dulcitol,

D-mannltOl,a-methylglucoslde,saliclnは (+),

L-sorbose,D-arablnOSeは (-)であった.

本菌種も優勢群の一つであり,11試料中8試料から

分離された.

4)RhodoloT･ulafuJisanensis(Soneda)Johnsen
etPhaff

菌種 :No.870

子のう胞子,射出胞子,tellOSpOreを形成 しない.

淡紅黄色コロニー,長橋円形細胞.原始的な仮性菌糸

を形成する･18℃以下でのみ生育.GC含量63.4m｡1

%,CoQ9,Ureaseおよび DNase活性は (+).

DBB で赤色反応を呈する･その他の生理的性質

から本菌種 と同定 した.ただ し,資化性 において

Barnettら10)によって "varlable" とされている

galactoseは (+),D-rlboseは (-)であった.

本菌種は1978年の広瀬試料から1菌株分離された.

5)RhodolorularubT･a(Demme)Lodder

菌株 :No.701,702,703

形態的特徴,生理的,生化学的性質とも標準記載と

一致し,本菌種と同定された.ただし,資化性におい

て Barnettら10)によって "variable"とされてい

る galactose,Lsorbose,celloblOSe,L-,D-

arablnOSe,D-rlbose,glycerol,ribit｡1e, DJ

mannltOl,sorbltOl,α-methylglucoslde,salicln

は (+),lactose,L-rhamnose,galactitolは (-)

であった.本酵母は広瀬試料 (1976)から分離された.

6)SaccharoTn),CeSCereUisiaeHansen
菌株 :No.606

1-4個の球形子のう胞子を形成,仮性菌糸を形成

する.Barnettら10)の記載のうち,発酵性 "varlable"

な galactose,sucrose,maltose,raffinoseは (+)

資化性 "variable"なgalactose,sucrose,maltose

trehalose, raffinose, melezltOSe, D-ribose.

glycerol,mannltOl,D-glucltOl,α-methylgluco-

sldeはいずれも (+)であった.

本菌種は御坂試料 (1976)からのみ分離された.

7)SacchaT･OTnyCeSrOSei(GullllermOnd)Lodder

etKregeトVanRl】

菌株 :No.607,619

1-2個の球形子のう胞子を形成.仮性菌糸を形成

しない.Barnettら10)(Torulasporadelbrueckll)

によって発酵性 "varlable"とされた galactose!
maltoseは(-),sucrose,rafflnOSeは (+)であっ

た.資化については galactose,maltose,meliblOSe,

melezltOSe,D-Xylose,rlbitol,a-methylglucoJ

sldeは (-),Lsorbose,sucrose,trehalose,

rafflnOSe,1nulln,glycerol,D-mannltOl,sorbltOユ

は (+)であった｡ 本菌種は広瀬試料 (1976)から

分離された.

8)PichiaohTneri(EtchellsetBell)Kreger-van

Ri〕

菌株 :No.841,861,864

galactose,sucrose,maltose,rafrinoseを発酵
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しない.DNA のGC 含量43.4m01%,CoQ 9

であった.その他の生理的,生化学的性質から本菌種

と同定 した.

本菌種は御坂 (1978)と広瀬 (1978)の試料から分

離された.

9)CandidaagrestisGotoetOguri

菌株 :No.611,616,624

新種として記載,報告2)したように子のう菌系の無

胞子酵母である.広瀬試料 (1976)から分離された.

10)Candidahrusei(Castellanl)Berkhout

菌株 :No.945

形態的および生理的性質は TheYeasts(1970)3)

Barnettら (PIChiakudrlaVZeVli)10)の標準記載

に一致したので本菌種と同定 した.広瀬試料 (1979)

から分離された.

ll)CbndidaTnOntanaGotoetOgurl

菌株 :No.865,868

新種として記載､報告した2)ように子のう歯系の酵

母である.広瀬試料 (1978)から分離された.

12)chndidapaT･aPSilosis(Ashford)Langeronet
Talice

菌株 :No.925,929,934,939,944

形態的特徴,生理的,生化学的性質が標準記載と一

致したので本菌種と同定 した.ただ し,Barnettら10)

によって発酵性 "varlable"とされた galactoseは

(+),sucrose,maltoseは (-)であり,また資化

性 "varlable"のし-sorboseは (+),D-rlbose

は (-)であった.

本酵母は1979年の御坂,広瀬両試料から分離された.

13)TorulopsiscantarelliivanderWaltetvan

Kerken

菌株 :No,940,943

形態的性質,生理的,生化学的性質とも標準記載と

一致したので本菌種と同定 した.広瀬試料 (1979)か

ら分離された.

14)ToT･ulopsiscolliculosa(Hartmenn)Saccardo

菌株 :No.946,947,948

形態的特徴,生理的,生化学的性質が標準記載と

一致 したので本菌種と同定 した.ただ し.Barnett

らlo)により発酵性 "variable"とされた galactose,

raffinoseは (-),sucrose,maltoseは (+)であっ

た.また,資化性については galactose,mellblOSe,

raffinose,1nulin,ribitolは (-),Lsorbose,

sucrose,maltose,treharose,melezitose,D-ⅩyL

ose,ethanol,glycerol,D一mannitol,sorbitol,

α一methylglucosldeは (+)であった｡

本酵母は御坂試料 (1979)から分離された.

15)Torulopsisdattila(Kluyver)Lodder

菌株 :No.609

形態的性質,生理的,生化学的特性が標準記載と一

致したので本菌種と同定 した.Barnettら10)によ り

(KluyueroTnyCeStheT･mOtOleT･anS)発酵性 "var-

iable"とされたgalactose,maltoseは (-)であ

った.資化性において Lsorbose,inulln,ethanol,

glycerol,sorbitolは (+),ribltOlは(-)であった･

本酵母は御坂試料 (1976)か ら分離 された.

16)Torulopsishruisii･Kockova-Kratochvilova

etOndrusova

菌株 ;No.933,935

形態的特徴は原報4)に,また生理的性質は Barnett

らlo)の記載に類似していた.唯し,galactoseを発酵

せず,また Barnettら10)により資化性 "varlable"

とされた D-riboseは (-),他方 "+" とされた

rlbose,α一methylglucoside,sallClnは(-)であっ

た ,DNA のGC 含量 は43.9m01%,CoQ9で

あった.

本酵母は御坂試料 (1979)から分離された.

17)Torulopsisstellata(KroneretKrumbholz)

Lodder

菌株 :No.608,631,632,633

形態的特徴,生理的,生化学的性質が標準記載と一

致したので本菌種と同定 した.Barnettら10)により

varlable"とされた raffinoseの発酵性は (+)

であった.本酵母は御坂試料 (1976)から分離された.

要 旨

甲府盆地周辺の1,200-1,500mの山地に自生する山

ブドウから分離した酵母106菌株の同定を行ったとこ

ろ8属,17種であった.

優勢酵母群はKloecheraapic主Llata,AuT･eObasi-

diuTnPullulans, CryptococcuslauT･entiivar･

flauescens,また劣勢酵母群は Rhodotorulafuji-

saneTWis,R.rubra,SacchaT･07nyCeSCeret)isiae,

S.T･OSei,PichiaohmeT･t, CandidaagT･estis,

C.hT･uSei, C.TnOntana, ■C.parapsilosis,

Torulopsis cantarellii, T.colliculosa,T.

dattila,T.hruisiiおよび 1.stellata であ っ

た.

本研究中DNAのGC含量,CoenzymeQの測定その他に

ついてご助言,ご協力下さいました東京大学応用微生物研究
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所 駒形和男教授および発酵化学研究施設 青野力三助教授 8)Nakase,T･,Komagata,K.:∫.Ge′t.
に感謝致 します.

文 献

1)Goto,S.,Ogurl,H.:Trams.TnyCOl.Soc.

Japan,24,151(1983).

2)Goto,S･,Ogurl,H.:J.Gen.Appl.

Microbiol.,29,85(1983).

3)Lodder,J.(ed.):771eFeasts,ataxon0-

micstudy,,2nded.,NorthHollandPubl.

Co.Amsterdam (1970).

4)飯塚,後藤 :酵母の分類同定法,第3版,東大出

版会 (1980).

5)後藤 :酵母の分類と同定 (1),長谷川編,微生

物の分珠と同定,67,東大出版会 (1975).

6)Yamada,Y" Rondo,K.:J.Gen.Appl.

Microbiol.,19,59(1973)

7)Sen,K･,Komagata,K･:J.Gen.Appl.

MLcrobiol.,25,127(1979).

Appl.Microbiol.,14,345(1968).

9) vanDerWalt,J.P.,Houps-Havu,V,K∴

AntonieVanLeeuwenhoeh,42,157 (1976).

10) Barnett,J.A.,Payne,R.W..Yarrow.

D∴AgLLtdetoidentめ′乙ngandclassifying

yeasts,CambridgeUnlV.Press,Cambrldge
(1979).

ll)AlnSWOrth,G.C.,Sparrow,F.K.,Suss-

man,A.S.(eds.):771eFLLngi.Vol.IVA,

AcademlCPress,NewYork-London(1973).

12)VonAr又,J･A･:TheGeneraofFungi

SporulatLnginPuremIlure,Verlagevon

J.Cramer-3301Lehre(1970).

13) Goto,Sり Yokotsuka,I.:J.FeT･TneTlt.

Technol.,55,417 (1977).

14)Kockova-Kratochvllova,A.,Ondrusova,

D･:Biologia(BratlSlava),26,477(1971).

(昭和58･8･31受付)


	20210419132349
	20210419132426
	20210419132452
	20210419132515
	20210419132538
	20210419132559
	20210419132731
	20210419132934
	20210419132958
	20210419133024
	20210419133053
	20210419133117
	20210419133208
	20210419133231
	20210419133258
	20210419133324
	20210419133345
	20210419133407
	20210419133429
	20210419133451
	20210419133515
	20210419133540
	20210419133603
	20210419133622
	20210419133645
	20210419133706
	20210419133727
	20210419133751
	20210419133815
	20210419133836
	20210419133859
	20210419133922
	20210419133944
	20210419134006
	20210419134029
	20210419134050
	20210419134112



